



























































































































（DBH） 3 cm 以上10cm 以下のアラカシは 4
個体で、その DBH は 5-10cm で、樹高は 
3.5-6m であった。斜面上部に生育する最大
のアラカシは DBH が16.5cm で、樹高は 
6-7m であった。このアラカシは樹幹の発達






















































個体数 樹高 （cm） 葉数
6年生 ツブラジイ 8 20.6±7.5 13.8±7.5
アラカシ 8 13.4±2.7 7.4±1.5
10年生 ツブラジイ 8 23.1±8.6 12.5±9.4
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